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   Various non-surgical therapeutic modalities such as balloon dilation of the prostatic urethra, 
hyperthermia of the prostate and medication with antiandrogens and/or adrenergic blockade have 
been attempted for the patients with benign prostatic hyperplasia (BPH) especially in an early 
stage or in a poor operative risk. The observation that androgen deprivation induces shrinkage 
of the hyperplastic prostate represents the basis for the treatment of BPH with antiandrogen. 
Although several antiandrogens are now in clinical use in our country, there still remain problems 
to be solved. We reviewed the machanism of action and the clinical results of antiandrogens in 
the treatment of BPH. 
   The improvement following antiandrogen therapy occurred among the patients with symptomat-
ic BPH, in  50-80% subjectively and in 40^-50% objectively. The therapy appeared to be more 
effective in an early stage of the disease. However, the limitation of the duration of the effects 
and unfavorable side effects should also be noticed. The progestational agents such as gestonorone 
caproate, chlormadinone acetate and allylestrenol suppress more or less sexual function by inter-
ference of the pituitary-gonadal axis. Besides, coincidental prostate cancer must be excluded since 
antiandrogen therapy might hinder the natural course of the cancer.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1423-1428, 1991)





























































カプRン 酸r°ス トノロン(デポスタ'!ト②)は西 ド
イツで開発された黄体ホルモン系のアソチアンドロゲ




① 一(動 》回 mRN坐
T;テ ス トステロ ン
DHT;5a-itド ロテス トステロン
Fig.1.前立 腺 細 胞 に お け る ア ン ドロゲ ンの作 用 様 式
ステロイ ド系





































Fig.2.おもな ア ンチ ア ン ドロゲ ン剤
Tablel.アγチ ァ ン ドロゲ ン剤 の作 用 機 序
薬剤名 作用機序 投与法
1・ テ・イ ト系ア・チア・ド酵 ・剤 カプ ロン酸 ゲス トノ ロン テスhス テ ロン取 り込 み阻書
5a一還 元酵素 阻書





酢酸 クロルマ ジ ノン 経 ロ
ア リルエ ステ レノール 経 ロ
19・ノルテ ス トステ ロン系 オキセ ン ドロン




フ ィナ ステラ イ ド
(MK-906)
5a一還 元酵素 阻書 経P
非ステロイ ド系アンチアンドロゲン剤
フル タ ミ ド
(NK・601
ア ン ドロゲ ン リセ プター阻盲 経 口
蟹 本,ほ か:前 立 腺 肥 大 症.Antiandrogen
ることにより抗前立腺作用 を示す3).さらに前立腺細
胞内へのテス トステロソの取 り込みの阻害,5α一還元































































































オキセンドロソ(プ ロステチン⑫)は日本 で開発 さ















1継搬 与 12例1 1非ホルモン剤・顛 12例1 1手術治療 ・例1
む
1症状悪化のため醐 3例1





































改馨 やや改警 不変 悪化
C%)
(岡田謙一郎;全国185施設における第4帽試験》











































































































5)岡 田謙 一 郎,蟹 本 雄右,荒 井 陽 一,ほ か:デ ポ ス
タ ッ トの使 用 経 験 一 作用 機 序 と使 用経 験 一 前 立
腺 肥 大 症 診 療 マ ニ ュァ ル.前 立 腺研 究 財 団編.金
原 出版,東 京,233-240,1990
6)志 田圭 三:ア ンチ ア ン ドロゲ ンに 関す る基 礎 的,
臨 床 的 研 究一 前 立 腺 腫 瘍(肥 大 と癌)の ア ン ド・
ゲ ン依存 性 とア ンチ ア ン ドロ ゲ ン剤 の応 用 一.ホ
ル モ ン と臨 床28:899-928,1980
7)志 田 圭三,近 藤 厚,高 井修 道,ほ か:前 立 腺 肥
大 症 に対 す るchlormadinoneacetate(CMA)
の臨 床 効 果 一二 重 盲検 法 に よ るHexestrolとの
比 較 一.ホ ル モ ン と臨 床27:1159-ll72,1979
8)山 中 英 寿,古 作 望,牧 野 武 雄,ほ か=ア リル エ
ス トレノ ール の抗 前 立 腺 作 用 に関 す る基 礎的,臨
床 的 研 究.泌 尿 紀 要29:1133-1145,1983
9)志 田 圭三,小 柳 知 彦,川 倉 宏一,ほ か=二 重 盲検
法 に お け る ア リル エ ス トレノ ール の 前立 腺 肥 大 症











12)岡田謙 一 郎,蟹 本雄i右,荒 田陽 一,ほ か プRス
テ チ ンに よ る治療 と手術 の適 応性 に つ い て.前 立














16)棚橋 善 克:抗 男 性 ホ ル モ ン剤投 与 中止 後 の前 立腺
内腺,外 腺 重 量 の 変 化 哩¢前立 腺 肥 大症 診療 マ ニ ュ
ア ル"前 立腺 研 究 財 団編 金 原 出版,東 京,225-
232,1990
17)澤村 良勝,三 浦 一一陽,柳 下 次 雄,ほ か:前 立 腺 肥
大 症 に お け るTSAA-291の 治 験 成 績 一超 音 波 計
測 に よる前 立 腺 の縮 小 効 果 を 中 心 と して.泌 尿 紀
要25=621-626,1979
18)熊本 悦 明,山 口 康 宏,佐 藤 嘉 一,ほ か:Anti-
androgenの性 機 能 に お よぼす 影 響一 ア リル エ ス
テ レノ ール お よび 酢 酸 ク ロル マ ジ ノ ンの二 重 盲検
法 比 較 試験 ・第1報:夜 間 睡 眠 時 勃起 現 象(NPR)






20)熊本 悦 明,塚 本 泰 司,高 木 良雄 ,ほ か;前 立 腺症
に対 す るoxendoloneとm遮 断 薬bunazosin
hydrochlorideの有 効 性 の 検 討 一 単 独 使 用 ,併
用 使 用 の3群 比較 に よる 検 討一.泌 尿 紀 要33:
1921-1941,1987
(ReceivedonApril9,1991AcceptedonApril30,1991)
